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無償の愛
山梨・土橋　葵依
　おばあさんは、
「なぜ、子供達の世話を続けるのか。」

との質問に、
「誰かから、直接助けてと言われた事がない人には、この気持ちはわからんじゃろ。」

と言い、自分のアパートに来る子供達に食事を作り、話しかけ、毎日の生活のことを心配していた。おばあさん自身も、生活は大変だそうだ。それでも子供達の世話をしなければ、いられない様だった。
　私は、テレビのドキュメンタリー番組を家族と見ていた。さまざまな事情で、自分の家に居場所がない子供や食事が摂れない子供達が、元保護司のおばあさんの住むアパートに集まって来る。私のとなりで見ていた母は、「これが無償の愛って言うのかもね。」

とポツリと言った。

「無償の愛。って何。」

と私が聞き返す。

「何かをする代わりに、何かを欲しがらない形の愛って事。物とか気持ちも含めてね。見返りを求めない事。って言うのかな。子供を持つ親がそうじゃないか。って何かで聞いたけど。」

と、母から返事がきた。確かにそうかもしれない。たとえば、私が一日何もしなかったとしても、私のための食事は作られ、着ているものは洗濯される。部屋も掃除されるだろう。

「心配して下さい。」って頼んでもいないのに、
「勉強したの。学校は最近どう。友達とはうまくやってるの。」

と父と母が聞いてくる。

学校に行くときでも、
「忘れ物はないか。ハンカチ持った。顔はちゃんと洗ったか。」

もう私も六年生なのに、毎日毎日うるさいくらいだ。こんな様子を思い浮かべると、「無償の愛。って、そう言うことなんだ。」と、なんとなく分かった気がする。でもそれは、自分の子供だからだ。血のつながりもない、名前も知らない人が、そこまで気にしてくれるのだろうか。

　犯罪や非行をし、何かの処分を受けた人が、社会に戻るための立ち直りのお手伝いをすることが保護司さんの役割だと知った。処分を受けた人がその後どうなるのか今まで考えたこともなかった。立ち直ろうと思っても、仕事がみつからない。学校になじめない。近所の人の目も気になると思う。その理由でまた同じことをしてしまう人も多いらしい。さみしさや、生活の不安を犯罪で埋めている様に見えた。特に子供の場合、親からの無視と空腹が非行につながるそうだ。

「お腹が空いて、悪い事しか考えなくなる。」

おばあさんの所に来ていた中学生は、そう言っていた。私は、自分の普通と言える環境が、当たり前ではなく、幸せなんだと感じた。

　気持ちの中では、父と母の代わりは誰も出来ないと思っている。でも、親の代わりが必要な子供も実際にはいるんだ。「何があっても、ここに来れば大丈夫。」と言える、心の支えになる場所と人が必要だ。その場所が増えないと、非行も減っていかないと思う。だから親と同じくらい気にしてくれる、元保護司のおばあさんの存在は、大切なんだ。
　毎日、新聞を読んだり、テレビのニュースを見ていても、たくさんの犯罪がおこり、
「これは許せない。」と感じることも多い。父はそんなとき、
「罪を憎んで人を憎まず。被害者や家族の事、自分がもし巻き込まれていたら、を考えるとそうもいかないのが本音だと思うよ。」

と言う。私も同じ事を思っていた。なんだか複雑な気持ちだ。犯罪や非行はいけないことだ。でも、
「何かの事情があったのだから、その人自身までは憎んではいけない。」

と言われると、そうとも思う。したことは、なかった事にはできないけれど、だからと言って「そのまま人に関わらないで下さい。」と言うのも間違っている。なんとか社会復帰して、その分何かの形で貢献できる様になってほしい。
　私は、このドキュメンタリー番組を見て、社会の一員として何ができるか考えることができた。犯罪や非行から、本当に立ち直ろうと頑張っている人に、「この人は悪いことをした人だから。」と思い込まず、今のその人をしっかり見つめることができる心を磨いていきたいと思った。
　母の言っていた、おばあさんの「無償の愛。」の意味は間違っていると思う。だって、おばあさんは、子供たちが、非行に走らず、社会の一員として生活できる大人になってくれる事を願っているのが分かったからだ。これがおばあさんにとっての、何よりうれしい見返りと言えるのではないか。
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